






































































































領　　　域 助教授 准教授 教授（“Fu11”Professor） 全　体
化　　学（FY　2003） 4．1 3．0 5．1 12．1
数　　学 2．8 2．4 3．1 8．3
コンピュータ科学 2．8 3．8 4．0 10．6
天文学（FY　2004） 3．4 2．6 6．5 12．6
物理学 1．5 1．4 3．8 6．6
化学工学 3．8 4．0 2．7 10．5
土木工学 4．8 3．2 1．8 9．8
電気工学 1．8 2．5 2．2 6．5
機械工学 2．5 2．3 1．8 6．7
経済学 4．3 3．0 4．2 11．5
政治学 8．6 8．2 6．7 23．5
社会学 12．6 11．0 12．2 35．8
心理学 9．6 8．4 15．4 33．5





































































教　授 助教授 講　師 助　手 全　体
人　文　学 17．2 39．4 41．1 56．2 24．3
社会科学 9．4 29．7 32．4 48．5 16．8
理　　　学 3．1 6．9 9．5 14．8 6．4
工　　　学 1．6 5．7 10．4 8．6 4．6
農　　　学 1．7 6．6 9．2 16．6 5．7
医学・保健 18．0 28．9 24．1 30．7 25．6
商　　　船 1．3 9．1 20．0 12．5 6．5
家　　　政 28．8 51．7 65．5 83．4 48．3
教　　　育 12．9 25．9 30．3 40．2 17．3






1976 1985 1993 1995 2000 2005
総　　　数 22．0 23．9 30．9 32．9 36．9 40．2
人文科学 60．5 59．4 66．6 67．0 67．1 67．0
社会科学 8．0 9．3 18．7 21．4 27．2 31．2
理　　　学 14．7 18．1 20．7 23．6 25．3 25．5
工　　　学 0．9 2．7 6．3 7．7 10．0 10．5
農　　　学 9．3 14．7 29．9 35．3 40．3 40．5
保　　　健 32．2 33．4 42．7 47．2 54．1 56．6
医・歯　学 12．9 17．3 26．1 28．8 33．2 33．9
そ　の　他 64．0 60．7 64．9 68．1 71．0 64．4
商　　　船 0．0 4．0 5．6 6．4 11．3 8．2
家　　　政 99．6 99．2 98．1 97．1 95．1 91．8
教育　学 58．3 51．8 55．9 57．4 59．0 60．9
芸　　　術 59．3 63．9 66．8 66．7 69．2 69．3



















































































































































































































































































































































































年 全大学数（4年制のみ） 大学数（注） 割　合（％）
1975 420 83 19．8
1976 423 83 19．6
1980 354 88 24．9
1985 379 80 21．1
1990 414 90 21．7
1995 467 94 20．1
2000 544 97 17．8
























4年・2年制大学合計数 4年制大学総数 女子大学数 割合（％）
1870 582 一 70
12．0
1890 1，082 一 217
20．1
1910 1，083 一 163
15．1
1930 1，322 一 212
16．0
1950 1，808 1，327 267 14．8
1970 2，490 1，639 238 9．6
1990 3，598 1408 106 2．9
2000 4，182 2450 69 1．7























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2000 2006 2000 2006
大学数 科目数 大学数 科目数 大学数 科目数 大学数 科目数
北海道・東北 31 97 42 178 3 5 3 22
関　東 84 498 110 849 36 267 29 564
北陸・信越・東海 47 190 70 363 7 49 6 90
近　畿 48 227 73 549 16 110 15 114
中国・四国 44 299 35 205 9 49 6 38
九州・沖縄 50 270 41 173 9 111 9 79
全　国 1 1 2 6 0 0 0 0
合　　　　計 305 1，582 373 2，323 80 591 68 907






























































































































年　度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度
学科名 ・生活環境学科 ・環境・バイオサイエ ・ 建築学科 ・建築・デザイン
・情報メディア ンス学科 ・ 医療薬学科 学科
学科 ・健康栄養学科 （6年制）
・管理栄養士専攻 ・ 健康生命薬科
・情報メディア学科 学科
出所：文部科学省公私立大学の学部等の設置届出状況より作成
　　http：／／www．mext．go．jp／a＿menu／koutou／ninka／gakubu．htm
ていた女性の地位を変える可能性を持っている（39）ため，ICT関連カリキュ
ラムの充実も1つの方向である。
　表10にあげた韓国の淑明女子大学は，創立100周年の2006年を第2の創
設とし，国際化と情報化に対応する韓国女性リーダーの育成を目的にあげて，
財政基盤の充実に手腕を発揮しているLee学長のもと，積極的な教育改革
を進めている。キャンパス全体が無線LANにアクセス可能なe－campusと
なっており，学生に対する情報教育も評価が高い。梨花女子大学は理工系も
含めた総合大学となっている。韓国の女子大学の状況についてさらに情報を
収集し，アメリカなどとも比較・分析することで，日本の女子大学の今後の
方向性が出てくると期待できる。
《注》
（1）　国会議員及び専門職・技術職における女性の割合，女性の経済資源に対する
　　力を基に算出。
（2）　ジェンダーギャップ指標の算出は，労働力率，収入，就学率，管理職，国会
　　議員，平均寿命，出生児数などにおける男女差を指標化して掛け合わせたもの
　　である。従って，国民の教育・健康・収入を基に算出した人間開発指標
　　（HDI）では，日本が7位と高く，フィリピン84位，中国81位，タイ74位，
　　マレーシア61位となっているが，ジェンダーギャップ指標では特にフィリピ
　　ンの高さが目立つ。男女差が少ない中国が63位と低いのは，女子胎児の中絶
　　が広く行われ，出生児数の男女差が大きいためである。
　　http：／／www．weforum．org／en／initiatives／gcp／Gender％20　Gap／index．htm
　　2007年1月29日現在。
（3）　欧米では，理工系研究者における女性の割合は日本より高いが，それでも人
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　　文社会系にくらべても低い。そのため，後述するように理工系女性研究者を増
　　やすための研究調査がEUなどで行われている。
（4）　内閣府男女共同参画局『男女共同参画白書　平成17年度』2005，p．18．
（5）http：／／annex．jsap．or．jp／renrakukai／　2006年8月18日現在。
（6）村松泰子編著『理科離れしているのは誰か：全国中学生調査のジェンダー分
　　析』日本評論社，2004年，p．34．
（7）女子大学が提供している情報科学に関する特徴あるカリキュラムについて検
　　討することもこの科学研究費の研究内容であるが，この部分については本小論
　　では，未着手のため割愛する。
（8）　Donna　J．　Nelson　and　Diana　C．　Rogers，ノ1　nαtional　anαlysis　of〔diversity仇
　　scienceαnd　engineering　faculties　at　reseαrch　universities，2004，　p．5（ネット
　　上で入手した論文）。
（9）残念ながら女子大学は1校も入っていない。女子大学はリベラルアーツ中心
　　であるからであろう。
（10）Martha　Burk，　Women　Losing　Economic　and　Political　Ground，　posted　on
　　July　27，2006，　http：／／www．alternet．org／story／39593／
（11）　本協会の設置目的は，「学協会間での連携協力を行いながら科学・技術の分
　　野において，女性と男性が共に個性と能力を発揮できる環境づくりとネットワー
　　ク作りを行い，社会に貢献することを目的とする」。
（12）　　Ibid．，　p．10．
（13）　女子大学連合は」WωYork　Times　2005年3月20日に「女性は科学が出来
　　ない（Women　Can’t　do　Science？）」という全面広告を出した。
（14）　Discrimination　against　women　in　science：the　confusion　of　outcome
　　with　process，　in　The　Ou　ter　Circle∫women仇the　scientific　community，　ed．
　　Harrier　Zuckerman，　Jonathan　Cole　and　John　Bruer，　Yale　University　Press，
　　1992．
（15）　Sonnert，　Gerhard　and　Gerald　Holton，　Gender　difference　in　science　careers，
　　the　1）rOject　access　stu4y，　Rutgers　University　Press，1995．
（16）Women　chemists　mortality　study　finds　high　suicide　rate　C＆　EN　62（23
　　Apri11984）．
（17）http：／／www．interacademycouncil．net／？id＝11228，2006年9月9日現在。
（18）原書pp．115－118，邦訳pp．139－141．
（19）　日本学術会議における男女共同参画の推進について（声明）（平成年6月8
　　日・第132回総会）なお，17期（H9．7．22～H　12．7．21）女性会員は2名（1％），
　　第18期（H12．7．22～H15．7．21）7人（3．3％）にすぎなかった。
（20）　日本学術会議ニュース・メール，No．36，2006／10／03．
（21）http：／／www．nig．ac．jp／jimu／danjo／danjo　2005．htm1，2006年9月30日現在。
（22）　有期研究員制度については，男女共同参画の立場からは賛否両論あるが，こ
　　の制度の採用で，女性研究員が増えた。有期研究員に応募する男性が少ないと
　　いうことも影響していよう。
（23）　1964年に国際女性技術者・科学者会議（ICWES）がアメリカで開催され，
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　　それ以降3年ごとに各国で開催されている。同会議の目的は女性技術者・科学
　　者が日ごろの研究成果を国際交流の中で発表して自信を高めること，後輩の女
　　子学生に理工系の楽しさを伝えるなどの社会貢献をすることである。2002年
　　にカナダで開催された第12回大会で恒常的な活動の必要性が叫ばれ，INWES
　　（International　Network　of　Women　Engineers　and　Scientists国際女性技術
　　者・科学者ネットワーク）が誕生し，その日本支部がINWES　Japanである。
（24）Notable　First，　http：／／www．womenscolleges．org／alumnae，2006年10月
　　23日現在。
（25）　Baringa　Marcia，　Surprises　across　the　cultural　divide，　Science　263，11
　　March　1992，　p．1472．
（26）　弘中和彦「S．N．D．T．女子大学（インド）創設の思想」「女子大学論』ドメス
　　出版，1995，pp．101－120．
（27）上記3校のほかバーナード，ブリンマー，ラドクリフ，バッサー。
（28）WCCの事務局長にメールで問い合わせた回答（2006年8月17日付け）。
（29）　「女子6大学の興亡：共学志向強まり，「もう，いらない」の声も出て」『AE
　　RA』，1990．4．17，　p．30．
（30）朝日新聞2004年9月18日。
（31）　1995年に刊行された『女子大学論』（日本女子大学女子教育研究所編「女子
　　大学論』女子大学論女子教育研究叢書第10巻　ドメス出版，1995年）の第三
　　章は，各国女子大学の現状と課題となっており，日本（執筆者：真橋美智子），
　　アメリカ（Kathleen　S．　Uno），インド（弘中和彦），韓国（洪金子）が取り上
　　げられている。
（32）　洪金子「韓国の女子大学の現状と課題」「女子大学論』ドメス出版，1995，
　　pp．205－231．
（33）　日本ジェンダー学会第10回大会（2006．9．16）報告　女性大学の理工学系分
　　野進出の意義と課題。
（34）http：／／www．womenscolleges．org／2000年10月25日現在で2006年8月
　　21日には見当たらない。報告書は亀田温子，橋本ヒロ子，松本侑壬子，「女子
　　大学の発展を探る：アメリカ女子大学視察報告」『社会情報論叢』第4号
　　（2001．2）PP．129－153．2000年3月に，筆者ら6名で行ったスミス，マウント
　　ホリョーク，ウエルズリー，トリニティ，ミルズ，シモンズなどアメリカ女子
　　大学と女子大学連合などを訪問調査。
（35）　Paul　D．　Umbach　and　others，1？Vomen　Studentsαt　Coeducationalαnd
　　Wo〃zθηSColleges：　Hoω」Do　Their　Experiences　Compαre～National　Survey　of
　　Student　Engagement，　Indiana　University　Center　for　Postsecondary　Re－
　　search，2004．当時全米で女子大学はすでに68に減少していたため，女子大学
　　のカバー率は高い。しかし，残念ながら，東部のセブンシスターズからは1校
　　しかこの調査に参加していない。
（36）　牧野暢男「女子大学の将来展望に関する総合的調査研究」「日本女子大学総
　　合研究所紀要』第2号（1999）pp．29－93，私立女子高等教育創始100周年事業
　　委員会（津田塾大学・東京女子医科大学・日本女子大学）［編］。［東京］：私立
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　　女子高等教育創始100周年事業委員会，2000．12．pp．26－27．
（37）　国会議員出身高校・大学ランキング『週刊朝日』2006．8．18－25．pp．38－48．
（38）2007年分についてはまだ受け付け中であり増える可能性が大。
（39）2006年10月24日18：30～20：45に開催されたお茶の水女子大学ジェンダー
　　研究センター夜間セミナーの講師Judy　Wajcman博士の講演の結論。
主要参考文献
お茶の水女子大学企画広報室・奈良女子大学総務課大学改革推進室編『卒業生・修
　　了生のライフコースと国立女子大学の将来像に関する調査結果報告書』2001，
　　概要紹介が，天野正子「女子大学はどこへ行く：別学維持か共学化かをめぐる
　　意識調査」「We　learn』No．2，2003．　pp．3－6．
「科学技術研究とジェンダー：EUの女性科学技術者政策』（17Vomen　in　industrial
　　research；awake　uZ）callプ’or　European　lndustry，　issued　by　Independent　High
　　Level　Expert　Group　on　Women　in　Industrial　Research　for　Strategic
　　Analysis　of　Specific　Science　and　Technology　Policy　Issues，2003）
　　Rubsamen－Waigmann，　Helga等著，小川眞里子，飯島亜衣訳　明石書店，
　　2004年。
ホーン・川嶋塔子「大学教育とジェンダー』東信堂，第6章「女子大学の動向」
　　p．211一第7章「理工系分野とジェンダー」。
木村涼子「女は理系に向かないのか：科学技術分野とジェンダー」『教育／家族を
　　ジェンダーで語れば』白澤社，2005，pp．151－174．
坂本辰朗「アメリカの女性大学：危機の構造』東信堂，1999年，p．166．
Schiebinger，　Londa，　Has　feminism　changed　science～Harvard　University　Press，
　　1999，邦訳「ジェンダーは科学を変える？』ロンダ・シービンガー，小川眞里
　　子等訳，工作舎，2002。
男女共同参画学協会連絡会『21世紀の多様化する科学技術研究者の理想像一男
　　女共同参画推進のために一』2004年，p．59．
　　http：／／annex．jsap．or．jp／renrakukai／2003enquete／PDF／2004ReportWeb．pdf，
　　2006年10月23日現在。
牧野暢男，渡辺恵子，真橋美智子「女子大学の将来展望に関する総合的調査研究」
　　『日本女子大学総合研究所紀要』第2号（1999）pp．39－93　①卒業生（女子大
　　学出身及び共学大学出身別比較）の大学評価，②女子大学のあり方についての
　　日本の女子大学の学長に対する意見調査，③女子大学の改革と展望についてア
　　メリカの女子大学学長に対する調査の3部構成による調査の報告。
村松泰子編著『理科離れしているのは誰か：全国中学生調査のジェンダー分析』日
　　本評論社，2004年。
日本女子大学女子教育研究所編『女子大学論』女子大学論女子教育研究叢書第10
　　巻，1995年，ドメス出版，第一章　女子大学の現代的意義（青木生子），第三
　　章各国女子大学の現状と課題日本（真橋美智子）アメリカ（Kathleen　S．
　　Uno），インド（弘中和彦），韓国（洪金子），第四章鼎談　女性科学者と女子
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　　　大学が参考になる。
山本和代・藤村久美子「女子大学の存在意義に関する比較研究　　アメリカ・イギ
　　　リス・韓国・日本　　『東洋英和女学院大学人文・社会科学論集』第18号
　　　（2001年3月）。
Acloser　Zoo丘atωo〃zθηS　colleges，　National　Institute　on　Postsecondary　Educa－
　　　tion，　Libraries，　and　Lifelong　Learning．　Office　of　Educational　Research　and
　　　Improvement，　U．S．　Department　of　Education，1998．
Donna　J．　Nelson　and　Diana　C．　Rogers，　A　national　analysis（）f　diversity　in　science
　　　and　engineering　facu　ltiesαt　research　universities，［2004］．
Paul　D．　Umbach　and　others，　Women　studentsαt　coeducationαl　andωo勿θ溶
　　　colleges：how　do　theirθ巧）eriences　compare～　National　Survey　of　Student
　　　Engagement，　Indiana　University　Center　for　Postsecondary　Research，2004．
U．N．　Economic　and　Social　Commission　for　Asia　and　the　Pacific，17Vomen　and
　　　men仇the　ESCAP　region，　statistical　1）rofiles　no．18，1998．
Journal　of　Women　and　Minorities　in　Science　and　Engineering，　vo1．11（2005）
　　　Begell　House．
関連ウェブサイト
男女共同参画学協会連絡会
　　　http：／／annex．jsap．or．jp／renrakukai／
女性大学連合（Women’s　College　Coalition）
　　　http：／／www．womenscolleges．org／
Resources：asampling　of　programs　for　girls
　　　http：／／www．academic．org／programs．htm1
　　　2006年8月21日現在女子大学で提供している女子中高校生向けのプログラ
　　　ム（尊敬している女性について作文コンテスト，数学嫌いの女子生徒のための
　　　1日プログラム，環境問題体験2週間泊り込みコースなど）。
Expect　the　Best　from　a　Girl；That’s　What　You’11　Get：
　　　http：／／www．academic．org／index．htm1
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